
フッ化物と酸化物



・フッ素と酸素は殆どすべての元素と
二元系化合物を形成する

・大半の酸化物は水と反応しアルカリ
性もしくは酸性溶液を与える



元素のフッ化物

HF
フッ化物イオン（F‐）はオキソニウムイ
オン（H＋）と密接なイオン対を形成す

るため弱酸



第二周期元素のフッ化物
[フッ化物] [融点]

LiF 848℃ イオン性
BeF2 535℃
BF3 ‐127℃
CF4 ‐184℃
NF3 ‐206℃
OF2 ‐223℃ 共有結合性

電気陰性度の差： 1.7未満：共有結合
電気陰性度の差： 1.7以上：イオン結合

ポーリングの電気陰性度



第3～第6周期のsおよびpブロック元素のフッ化物

第3周期元素のフッ化物
[フッ化物] [融点]

KF 857℃ イオン性
CaF2 1423℃
GaF3 800℃
GeF4 ‐37℃
AsF5 ‐63℃
SeF6 ‐40℃ 共有結合性

アルカリ・アルカリ土類のフッ化物: イオン性化合物
13－15族： フッ素架橋している重合体
15－18族： 分子性化合物



遷移金属のフッ化物

一般的に、各周期の安定な酸化状態は、遷移金
属元素の全ての価電子を用いた場合に安定



フッ化物の結合の性質
酸化状態により変化しやすい

フッ化クロムの融点

[フッ化物] [融点]

CrF2 894℃ イオン性
CrF3 1404℃
CrF4 277℃
CrF5 34℃
CrF6 ‐100℃ 共有結合性



フッ素化合物応用

テフロン
ポリテトラフルオロエチレン (polytetrafluoroethylene, PTFE) 
テトラフルオロエチレンの重合体

CaF2, BaF2
望遠レンズなど



元素の酸化物

酸性および塩基性化合物

ブレンステッド‐ローリーの定義

ブレンステッド酸：水素イオン（プロトン）を失うまたは供与するもの
ブレンステッド塩基：水素イオンを得るまたは受容するもの

CH3COOH + H2O   ⇌ CH3COO‐ + H3O+

H2O + NH3 ⇌ OH‐ + NH4+



酸化物は水に溶解したときにH3O+もしくはOH‐のど

ちらかを与えるかによって塩基性あるは酸性のい
ずれかで記述される

以下の物質が水にとけると溶液は酸性かアルカリ性ど
ちらになるか？

Li2O
BeO
B2O3

CO2

N2O3



塩基性酸化物
低い酸化状態をもつ元素の酸化物であり、大きな
原子の陽イオンの方が小さな元素の陽イオンより
も塩基性が強くなる。殆どの塩基性酸化物は水に
溶解し、アルカリ性溶液を与える。また、水に難溶
性酸化物は酸を中和させる

酸性酸化物
高い酸化状態をもつ元素の酸化物であり、小さな
原子の酸化物の方が、大きな元素の酸化物よりも
酸性が強くなる。酸性酸化物は水に溶解し酸性溶
液を与えるか、もし酸化物が水に不溶な場合はア
ルカリ溶液を中和する。

両性酸性酸化物 どちらの解離も可能



Li2O アルカリ性
BeO 水に不溶
B2O3 酸に溶けてホウ酸イオンとなる
CO2 炭酸イオンとなる
N2O3 酸性

族番号が増大するにつれ、塩基性、両性、酸
性酸化物へと変化



第3～第6周期のｓおよびpブロック元素の酸化物

・族番号が増大するにつれ、塩基性、両性、酸性酸
化物へと変化

・下の周期ほど塩基性が強くなる



遷移金属元素の酸化物

・低酸化状態の酸化物は塩基性
・もっとも高い酸化状態をもつ酸化物は酸性
・中間の酸化状態をもつものは両性酸化物



Oxoanions of Chlorine


